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宛先設定の誤りによるメールアドレスの漏えいについて 

 

医療政策課において、10 月 30 日（木）に、医療機関及び消防機関に一斉にメールを送信

する際、誤って宛先を「CC」に設定したことにより、メールアドレスが漏えいする事案が

発生しました。 

対象者並びに県民の皆様の信頼を損ねる事案を起こしてしまったことを深くお詫び申し

上げますとともに、今後、同様の事案が発生しないよう、再発防止に万全を期してまいり

ます。 

 

記 

 

１ 事案発生（発覚）日時 

  2025 年 10 月 30 日 15 時 

 

２ 事案の内容 

（１）経緯 

  ・ 毎週、医療政策課が医療機関及び消防機関と共有している救急搬送困難事案の発

生件数等について、10月第２週の結果を145件のメールアドレスに一斉送信する際、

担当者が宛先を「CC」に設定した。 

  ・ メール送信に際しては、複数職員での確認を怠り「CC」設定のまま送信ボタンを

押してしまった。 

（２）漏えいした情報 

  ・ 医療機関、消防機関及び担当者のメールアドレス 145 件（うち、職場で使用して

いる個人のメールアドレスが 38 件） 

 

３ 原因 

・ 医療政策課ではメールを送信する際は、担当自身の確認に加えて、予め指定する職 

員が確認を行った上で送信することとなっているが、今回は当該手順が徹底されてい

なかった。 

・ グループウェアの機能により外部宛メール送信時に警告文が表示されるものの、担 

当職員による警告内容の確認が不十分だった。 

 

４ 対応 

 ・ 翌 31 日までに送信した機関に対し謝罪の上、メールの削除を要請し了承を得た。 

 

５ 再発防止策 

 ・ 当課で定めているメール送信時の複数人によるチェック体制の実施を徹底する。 

 ・ 過去に送信したメールを再利用してメールを作成するなどメール送信時に宛先設定

の誤りが発生しにくい手順に見直す。 

 ・ 課員に対し、情報セキュリティポリシーの遵守について周知徹底する。 


